
平成 14 年から18 年にかけて行われ
た「三浦梅園旧宅修復工事」に併せ､旧宅
の土蔵内に保存されてきた文化財の調査
が行われました｡今回は、その際に発見さ
れた三浦梅園の祖父や父にゆかりの品々
を展示いたします｡
祖父「徹山」が描いた『三番叟図』、父

親の「虎角」が描いた『神農図』、さらに虎
角が受けた医師免許状や武術の秘伝書
など。また、徹山や虎角が残した和歌・
俳句集などいずれも興味深いものです｡

ゆかりの品 展々
…梅園を育てた祖父や父の人物像を語る史料の数々…

期間　8月1日（金）～10月31日（金）

三浦梅園父祖

〔資料館のご案内〕

開　館

閉　館

休館日

入館料

午前9時

午後5時

月曜日
（祝日開館､翌日に閉館）

一般（高校生以上） 300円

小・中学生 200円

三浦梅園資料館
※団体10名以上は各100円引

〒873-0355 大分県国東市安岐町富清2507-1
0978－64－6311
0978－64－6310

吉弘楽
７月27日（日）
武蔵町　楽庭八幡社

田深天満社お練り
７月25日（金）
国東町　田深天満社

水掛まつり
７月27日（日）
武蔵町　古市

▲
▲

▲

「新抜流道場荘厳儀式供物等之事」

「神農図」 「三番叟図」

▲野田市長に報告する末綱団長

吉弘楽愛護少年団が
「生き生きシニア活動助成」くにさきの夏祭り

　武蔵町吉広の吉弘楽愛護少年団（末綱彩海団長・団
員17人）が、ニッセイ財団が高齢者による「児童・
少年の健全育成や地域奉仕活動」に取り組む団体・
グループに助成する「生き生きシニア活動助成」の
助成（5万円）を受け、7月10日（木）目録贈呈式
が県庁で行われました。
　同少年団は、吉弘楽保存会会員の指導を受けなが
ら、毎年7月に行われる吉弘楽の本番に備え、2週間
ほど前から太鼓や笛等の練習を行っています。
　平成5年から活動を行っており、伝承芸能である
吉弘楽（国指定重要無形民俗文化財）の継承活動が
評価されての助成となりました。

　国東市教育委員会は、7月18日（金）、2件の文化財を市指定文化財に指定しました。
　指定を受けたのは、「飯塚遺跡出土木簡ほか（66点）」（有形文化財）と「国見田舎歌舞伎」
（無形民俗文化財）で、市教育委員会から諮問を受けた国東市文化財調査委員会（会長 
猪俣光俊）の答申を経て指定されました。
　今回の指定により、市の指定文化財（登録含む）は、433件（うち国指定14件、県指定92
件、市指定308件、国登録19件）となりました。

飯塚遺跡出土木簡・国見田舎歌舞伎が
新たに市指定文化財に

名　称：飯塚遺跡出土木簡ほか（66点）

所在地：国東市国東町安国寺

 （国東市歴史体験学習館内）

所有者又は管理団体等：国東市
概　要：この木簡は、平成11年にアストくにさ
きの建設に伴う発掘調査で出土したもので、
墨書土器（文字を書いた器）や、掘立柱建物跡
とともに発見されました。
　年号（西暦835年、平安時代の初め）等が書
かれた木簡の出土は県内で初めてであり、か
つ最古のもので、古代のくにさきを研究するう
えで貴重な歴史資料です。

※木簡とは、紙がまだ貴重であった古代において、墨で文書を書き付けた木の札です。古代の役
　所の公文書等は、全てこの木簡でした。

名　称：国見田舎歌舞伎

所在地：国東市国見町伊美

所有者又は管理団体等：国見田舎歌舞伎保存会

 （会長 堀田　一則）
概　要：約200年にわたり国見町に伝えられ
てきた農村歌舞伎で、これまで何回も消滅の
危機に遭いながらも乗り越え、青年団、公民
大学・歌舞伎教室や愛好会によって受け継が
れてきました。
　平成20年3月、「国見町田舎歌舞伎愛好
会」を発展的解消し「国見田舎歌舞伎保存
会」を設立。国東市の宝として市内に広め、定
期的な公演や後継者育成を図っています。

文化財課 ☎問い合わせ

■木簡出土状況

■「英彦山権現誓助太刀六助住家の段」
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